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大学「地（知）の拠点整備事業」ホームページ掲載用原稿記入フォーム

※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。

　実習企業・機関 湯野浜温泉 亀や

実習期間 平成　元　年　8　月　13　日　～　平成　元　年　8　月　17　日

学生氏名 原 聖那

実習プログラム 出退勤時刻:7 時 30 分～9 時 30 分

5 日間の主な仕事内容

◯11F のラウンジにてフロアのお客樣に飲み物の提供・朝食の後片付けの

手伝い

◯フロントでチェックインされるお客様にお茶・菓子の提供

◯部屋のセッティング・掃除 : 布団上げ(ベッドメーキング)・ゆかた等の準備

◯宴会場のお手伝い : 会場準備・食事運び・注文取り・後片付け

◯マナー講座 : 講師の方に礼儀作法・振る舞い等を学ぶ

◯湯殿庵訪問

◯DEGAM 打ち合せ

学び・気づき

（300字程度）

  インターンシップでは、社長との対談や湯殿庵訪問、DEGAM の打ち合せと社長に同
行させて頂いたことを通して、客観的に全体を見て効率的に行動するためのマネジメント
力、コミュニケーションをとる大切さ、自分の発言に対する責任感を持つ、この 3点を特
に強く学ぶことができました。業務外では社長のお取り計らいでお食事に他大学のイン
ターンシップ生の方々と共に連れて行って頂きました。皆様と交流を深められただけでな
く、社長の学生時代のお話もして頂きました。その中で、学生生活を悔いなく過ごすため
にも失敗を恐れず、積極的にやりたいことに挑戦し、目標を明確・具体的にすることの大
切さについても学ぶことができました。5日間充実した実習を行うことができ、この経験を
次に繋げて行きたいです。

今後に向けた

抱負

（200字程度）

  今回のインターンシップを通して社長の経営に対する考えや、人生観・価値観も聴くこ
とができただけでなく、自分に足りないスキルや課題・欠点も見つけることができた機会
でもありました。課題として、客観的に全体を捉えたり、自発的に行動したりする力が足り
ていなかったので、やるべきことをメモし全体を整理し、周りの動きを良く見て先を見据え
た行動をとっていきたいとです。また、全てを鵜呑みにするのではなくあらゆる視点から考
え、疑問を持つようにし批判的思考力を身に付けたいとも考えています。来年は就職活
動も始まるので、自分の自己分析等に今回の経験を活かして行きたいと思います。

インターンシップを

して気づいた、実

習先の魅力

（300字）

  社長に同行するため社長の思いや考えを聴くことができるため、自分の考えを見直す
ことのできる機会が多いと思います。多くの方と交流することもあり、社会のマナーも身
に付けることもできます。また、泊まる側だけでは分からない裏方の仕事も体験させて頂
き、スタッフの皆様の大変さや配慮を身を持って体験でき働くことや仕事のやりがいにつ
いて考えさせられました。



写真（1～3点）


